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および講演抄録集: 154 頁, 2015. 
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田奈津美，大島邦子，山本晋也，石倉行男，緒方克

也：知的障害を伴う自閉スペクトラム症のブラッシ

ング行動と年齢の関係について．障歯誌 37(1)： 

8-15，2016. 

 

【商業誌など】 

1)  早崎治明: 新潟発「食べる」文化をみつめて．デン
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量化を通して～．日本学術振興会科学研究費補助金 

基盤研究(C)，25463172, 2015. 

13) 河野承子，河野芳朗，三富智恵，前田健康：歯根膜

細胞と腱細胞の相同性から歯周組織再生の可能性．
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究所 2014 年度助成研究，2015. 

21) 花崎美華：運動計測システムおよび視線追尾システ
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新潟, 2015 年 11 月 7 日, 新潟歯会誌 45(2)：67 頁, 

2015. 

13） 黒澤美絵，小田真隆，土門久哲，寺尾 豊：

Streptococcus pyogenes の咽頭上皮細胞株への付

着・侵入における CAMP factor の役割．第 89 回日本
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